
【道・管内の基本理念】

【小樽市の基本理念 】

深思・敬愛 ひ と り だ ち
「チャレンジ（挑戦）」

～挑戦しないことは最大の失敗である～

資質・能力の育成

・知識及び技能

・思考力、判断力、表現力など

・学びに向かう力、人間性など

学習指導要領

教育関連法令

答申等

道）自立・共生　　　管内）子ども一人一人のウェルビーイングの実現

①子どもたち一人一人の可能性を引き出す教育の推進（・子どもを主語にした授業）

②学びの機会を保障し質を高める環境の確立（・安心して学べる環境・教員の資質能力の向上）

③地域・家庭と歩む持続可能な教育の実現　学校間連携（・学校、家庭、地域の連携体制）

市）主体的に学び　小樽の未来を創る　心豊かな人創り

①未来を創る力の育成(・確かな学力・情報教育）　②健やかな体の育成（体力・運動能力）　③豊かな心の育成（・道徳教育・読書活動）

④家庭・地域との連携・協働の推進（家庭教育支援）　⑤学びと育ちをつなぐ学校づくりの実現（学校運営）

桜町地区小中一貫教育　共通目標 桜町中学校　重点目標

　　　　〇子どもの可能性を引き出す、しなやかな教師

　・ぶれない（迎合しない）　・寄り添い（フォロー）　・包容力

　　●教育者として、強い使命感・倫理観と、子どもへの深い教育的愛情を、常に持ち
　 　　続ける教員
　　●教育の専門家として、実践的指導力や専門性の向上に、主体的に取り組む教員
　　●学校づくりを担う一員として、地域等とも連携・協働しながら、課題解決に取り
　　　 組む教員

重　点　目　標　と　達　成　の　視　点

令和7年度　小樽市立桜小学校　グラウンド　デザイン

めざす学校像

地域と共に歩む学びあふれる学校

①学び合いのある学校

►一人一人の居場所があり、安全・安心でおだやかな学校    ►発達段階に応じた子供が主語となる授業を行う学校

②働きがいのある学校

　►同僚性と協働性による全教職員で課題解決に取り組む学校  　►働き方改革を進め、教職員が元気に働くことができる学校

③応援しがいのある学校

　►家庭や地域との連携・協働を重視し、積極的に情報発信・情報交換をする学校
 ►学校評価やコミュニティ・スクールなどを活用した教育の改善を常に行う学校

めざす子ども像

        〇「おだやか」～多様性を認める子～

        〇「ひとりだち」～自律する子～
　●一人一人の児童が、自分のよさや可能性を認識するとともに、
　　あらゆる他者を価値のある存在として尊重し、
　　多様な人々と協働しながら様々な社会的変化を乗り越え、

　　豊かな人生を切り拓き、持続可能な社会の創り手となることができるようにする。

目指す教師像

 【学校評価における取り組むべき視点】

・子どもを主語とした授業

・子ども一人一人への寄り添い（フォロー）

・自己表現力の育成

・安全面の確保

・教職員の研修の充実

学校教育目標 　　【家庭・地域の願い等】

◎学校・CSへの期待大

・基礎学力の定着

・体力向上（外遊び）

・体験活動の充実

・家庭、地域、学校の更なる連携

桜町中学校　学校教育目標

みんな　なかよく　げんきで

かしこい 子

日本国憲法

教育基本法

重点目標/研究主題 ： ともに学び、伝え合う子どもの育成

①「資質・能力」を身に付けさせる授業改革の推進

・発達段階に応じた「子どもを主語」にした授業づくり

・個別最適・協働的な学びの一体的な充実による主体的・対話的な深い学びの実現

②子ども理解と情報共有を重視した特別支援教育の推進

・通常学級における特別支援教育の視点による児童理解

・特別な配慮を要する児童の実態把握

③いじめ・不登校を未然防止する「積極的な生徒指導」の推進

・多様性を認める指導（自己存在感、共感的人間関係、自己決定）

・指導後の寄り添い、フォローの重視

④小中一貫教育、コミュニティ・スクールの推進

・小中一貫教育に向けた全教職員の関わり

・地域の力を積極的に導入する学校教育の推進

⑤子どもと向き合う時間を確保した働き方改革の推進

・スクラップ＆ビルドの視点による更なる業務の見直し

桜小学校全教職員による協働のもと


